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学生諸君に関心のある就職・就労の経済学の分析を紹介したい。まず、「見直せ学歴分断

社会」(『日経ビジネス』2019 年 2003 号)によれば、わが国では(短大・高等専門学校も含

めた)「大卒者」が 25-29 歳の 54％を占め、「非大卒者」と拮抗しているが、両者の人生モ

デルは異なっている。非大卒者はブルーカラー・農業が 64.3％を占め地元就職が 8 割を占

め生涯所得は大卒者より 5500 万円低い。非大卒者は非大卒者と結婚し子供も非大卒者にな

る可能性が高い。ここまでみると、大卒者が良いようだが、彼らは地元を離れ都市部の大学

に進学しそのまま都市部で就職するので、生活費・教育費がかかり 5500 万円の所得差が相

殺され生活の質は必ずしもよくない。非大卒者を積極的に採用して成長している地方の企

業の事例も紹介している。ただ、このような企業の人材採用の条件は「学歴でなく学び続け

る姿勢を持っていること」であるが、本来、知的好奇心・克己心は大卒者の強みであるはず

なので、大卒となる読者諸君には頑張って欲しい。 
「企業が大卒に求める資質と技能(2)」（松塚ゆかり、『経済セミナー』2019 年、709 号）

によれば、日本の企業は人材採用に当たり協調性・対人関係・自己管理能力を重視しており、

教員・学生は問題解決力・分析力・創造力、自律性、知識の理解力・応用力を重視しており、

これはヨーロッパの企業、学生、教員と一致している。学生はグローバル化しているが、実

は日本企業は従前の組織の和を乱さない人材が欲しいという姿勢を変えていないようであ

る。一方、増加している外国人留学生を日本企業の戦力にすることも重要である。しかし、

実際、私費留学生の 3 分の 2 が日本企業での就職を希望しているが、平均勤続年数は 5 年

以内が 7 割以上を占めている。中国人留学生が日本企業を選ぶ理由は、「待遇がよい」、「能

力向上が可能」が多い反面、「自分の能力を活かせる」「昇進の見通しがよい」という理由で

は中国企業を選んでいる。年功序列賃金で若年賃金が低いことが人材を惹きつけられない

要因と思われているが、そうでもないようである。一方、終身雇用を前提として企業内訓練

を行う余裕がなくなり大卒者採用でも即戦力を重視するようになったと思われているが、

それも調査では支持されなかった。 
 「大学生の職業選択基準の研究と職業選択ルーブリック試案」（占部礼二、文京学院大学

経営学部『経営論集』第 28 巻、第 1 号、2018 年）によれば、2014 年 3 月に大学を卒業し

就職した 43 万人のうち 14 万人が 3 年以内に離職しており、職業選択でのミスマッチがお

きている。筆者によれば、企業を選ぶ上で自分にどんなメリットがあるか、という「1 人称」

の視点、職種を選ぶ上でどんな能力を活かして他者にベネフィットを与えるか、という「2



人称」の視点、業界を選ぶ上で自分の興味・関心・意味・価値観が世の中を支える上でどん

な役割を持っているのか、という「3 人称」の視点すべてが重要である。現状の大学でのキ

ャリア教育では「1 人称」の視点しかカバーできておらず、学生は自分では「その企業の社

会貢献の高さ」を企業選択では重視している、と考えているが実際に理解しているかは疑わ

しいと指摘している。 
「大学と大学院の専攻の賃金プレミアム」（安井健悟、内閣府経済社会総合研究所『経済

分析』、第 199 号、2019 年）は、大学の専攻別の所得の分析であるが、この種類の分析で

は、年収は残業時間の影響を受けるので時間当たり賃金が適切な指標である。また、どの専

攻であっても成功するような優秀な人が特定の専攻(医学など)を選ぶ傾向があるので、同じ

能力の人の所得が専攻によってどう変わるかを明らかにするためコントロール変数を用い

ている。人文科学学部卒をベースとすると、統計的に有為な差は、男性では医学・薬学が

52.6％、福祉 21.0％、「その他」14.8％、社会科学 11.4％、女性では医学・薬学 37.8％、社

会科学 13.3％、自然科学 10.1％であった。 
学生諸君は専攻を決めてしまっているので、このような研究を読むと選択を後悔するか

もしれないが、教育には投資だけでなく消費の面があり、この分野を学びたいから専攻する

というのがあってもよい。また、賃金プレミアムは将来変わる可能性がある。賃金プレミア

ムが高い専攻で大学定員が増え、卒業者数も増えれば将来、労働市場で供給が増加するわけ

で賃金は下がるかもしれない。また、企業は賃金が高ければ労働を資本に代替する。医師の

賃金が高ければ病院は高度な医療機器、ロボット、AI を導入するのである。 
大学で学んだ知識は陳腐化が起こるので、生涯を通して新しい知識を得ることが重要で

ある。大学での専攻が一生を左右するわけでない。上述したように学び続ける知的好奇心と

克己心が大切で、大学はその資質をさらに高めるところでもある。 


